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災害に強いインフラの敷設等、我が国の防災関連技術を、国
外にも展開することで産業発展に貢献することを目指し、東
北大学（当研究部門）が中心となって、防災に関する国際標

準化の推進しています。2020
年に国際規格の専門委員会に防
災に関するワーキンググループ
設置し、当研究所のメンバーが
プロジェクトリーダーとして、
先ず災害の種類や防災インフラ
の機能・活用を整理した技術報
告書（TR6030）が発行され，この
中で特に重要な防災の基本原則
をまとめた「防災概念」国際規
格（ISO37179）が発行されました。
この日本提案による規格の下，
リスクファイナンス規格
（ISO/FDIS 37116）、防災情報期規
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格（ISO/CD 37193）、災害食規格（ISO/DIS 23638）、地震計規格
（ISO37174*、ISO/DIS 37194）が 発行・開発され、活発な活動を展
開しています。
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